
概要 / 目的:

チェコ共和国における溶融塩炉技術開発の
実験プログラム

講演者紹介:

本ウェビナーでは、チェコ共和国の溶融塩炉（MSR）技術について紹介します。
チェコでは、1999年より液体溶融塩を燃料とした原子力システムの調査が行わ
れてきましたが、2005年からは上記を含むトリウム-ウラン燃料サイクル技術の

研究に加え、システムとして採用した材料およびコンポーネントの研究開発も行
われています。４カ年（2017 – 2020）計画である最新のMSR技術開発プロジェク

トでは、フッ化塩冷却原子力システムの炉物理、核化学工学、材料研究を中心
とする研究開発を行っています。本研究により、フッ化塩を含む溶融塩炉の技
術開発に貢献することが出来ます。

Jan Uhlíř 博士は、チェコ共和国のŘež研究センターに燃料

サイクル計画の主任研究員として勤務しています。今日に
至るまで長期間にわたりフッ化物揮発法による再処理と
他のフッ化物高温化学に関わる分離研究に従事し、近年
はMSRの燃料サイクルを担当しています。燃料サイクル、

高温化学及び溶融塩技術に関して、主にチェコ産業貿易
省の支援を受けた複数のナショナルプロジェクトのリー
ダーを担当しました。また、MSR技術に関して試験による
開発を含めたナショナルプロジェクトSPHINXでは化学分野

の責任者として務めました。複数の欧州プロジェクトにも
参加し、主に高温化学分離や溶融塩炉技術を担当しまし
た。Uhlíř 博士は、OECD/NEAの燃料サイクルの科学的課

題を議論するワーキンググループでチェコの代表を務め、
第４世代原子力システム国際フォーラムでは、 EURATOM
の代表としてMSRの予備的運営委員会にメンバーとして
参加し、欧州原子力学会のHigh Scientific Council の一員
でもあります。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar035
https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar035


1. チェコでのMSR技術開発の主要な目的
チェコでの開発計画には、MSR関連技術としての炉物理、構造材料、燃料サ
イクルの各項目が含まれ、検証試験を通じた開発が実施されている。

2. 構造材料の開発
新たなニッケル基合金としてMONICR合金が開発され、製造方法、腐食特性、
高温健全性、照射耐性の観点から更なる開発を継続中。



3. 現在のMSR開発計画における各種試験研究

過去の研究開発計画を拡張した現計画が産業貿易省に承認され、チェコの研究
機関や民間メーカとのコンソーシアムにより炉物理、燃料サイクル、材料開発、
機器開発を実施中。

4. 室温レベルの溶融塩に対する原子炉での照射試験

溶融塩照射カプセルを試験炉に装荷して照射試験を実施。中性子スペクトル
は評価値と一致、増倍率はLi6の含有率に依存するとの結果を得た。



5. 高温FLIBE  (～750℃)照射試験計画
試験炉LR-0を用いた、高温状態（500 〜750℃）での溶融塩の照射試験計画を
準備中。

6. MSR燃料サイクル技術に関する研究開発
溶融塩中の電気化学的挙動、電気分解によるU, Th, ランタノイド元素の分離
について研究を進めている。




